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山梨市教育委員会  果物が実りの秋を迎えています。９月の給食にはピオーネやシャインマ
スカットを使用しました。今回は今年の７月１８日に世界農業遺産に認定

された「峡東地域の扇状地に適応した果樹農業システム」を紹介します。 峡東地域の扇状地に 
適応した果樹農業システム 

狭い農地で安定した生産を行う

ために、ブドウの棚栽培は日本

の多雨・多湿にあった最適な方法 

ワイン醸造の始まり→約１４０年前 

枯露柿栽培の始まり→約４００年前 

観光農園の始まり →約１３０年前 

果実の加工技術と 

その観光利用及び直売 

果樹園の地表面管理として行われている、地域に自生する草種を用いた草生栽培は、傾斜地で

の雨水による土壌流失防止や有機物補給などの効果がある  峡東地域の果樹農家は、適地・適作により扇状地の条件に適応した土地利用を行うことで世界のトップ
レベルの果実を栽培し、収益性の高い農業経営を実現しています。長い歴史の中で、農家の知恵と工夫・

努力により支えられてきたこのシステムが、世界に認められたことは、大変誇らしいことですね。  山梨市の学校給食では、地産地消の取り組みで地元の農産物を多く取り入れています。大切に育てた農
作物を国内外に発信するとともに、地域において消費することも、農業の発展と安定につながるのではな

いかと考えています。 
※イラスト：山梨県ホームページより 
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